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２学期スタート 「和」を大切に

８月２８日（水）は２学期の始業式でした。学校

に元気な子どもたちの声が響き渡り、日焼けして一

回り大きくなった子どもたちが戻ってきました。各

学級では久しぶりに会った友達と楽しかった夏休み

の思い出の話に花が咲きました。

始業式では「和」という漢字の語源について話を

しました。左下の写真は「和」の漢字の元になった

古代文字です。右側は、禾編（のぎへん）で穀物がたわわに実った

姿を表し、柔らかさを意味しています。左側は、束ねた竹に穴を開

けて作った笛からでる調和した音を意味しています。そこから、柔

らかな和音を表し、仲が良いこと、争いがないこと、調和がとれて

ることといった意味をもっています。

そんな漢字の説明をしながら、『２学期は授業を行う日が一番長

い学期(７９日間)でもあり、運動会や校外学習など大きな行事が目

白押しです。各学年とも「和」の漢字が持つ意味のように、みんな

仲よく協力してがんばってください。』と話をしました。

今よりもっとよいクラスに、さらにすばしい学校に、善誘館小学校が「実りの

秋」を迎えられるように児童・職員が「和」を大切にしていきたいと思います。

ＰＴＡ親子奉仕作業 ご協力ありがとうございました

８月２５日（日）に行われたＰＴＡ親子奉仕作業に

は休日の早朝にもかかわらず大勢の皆様にご参加いた

だきありがとうございました。あいにくの雨模様の天

気でしたが、お父さん方も教室の蛍光灯の清掃に加わ

り、見違えるようにきれいになりました。お陰様で、

気持ちのよい環境で２学期を迎えることができまし

た。本当にありがとうございました。

校 訓 「善行・勤勉・体育」

学校教育目標

○ 思いやる心をもつ子

○ よく考え工夫する子

○ 元気でたくましい子



全国学力学習状況調査結果 キーワードは「活用する力」

新聞報道等で伝えられているとおり、６

年生が４月に実施した全国学力調査（国語

・算数）の結果が先日学校に届きました。

その結果を職員で分析し、特に本校で課題

のある点について、今後の取り組み計画を

立てているところです。

結果の概要としては、国語、算数共全

国や山梨県の平均と比べるとやや上回る結

果でした。

しかし、全国の平均正答率を上回ったも

のの、国語、算数共に「知識」に比べると

「活用」する問題の正答率が（全国的な傾

向ですが）低い傾向にあります。基礎的な

「知識」の定着を図ると共にそれを活用す

る力を一層伸ばすために、話し合い活動な

どの言語活動を取り入れながら、子どもた

ちの多様な考え方を引き出し、問題を解決

していくような授業スタイルを多く取り入れていきたいと考えています。

今回の学力検査は限られた問題数（例えば、国語の「知識」を調べる問題数は

大きな設問で６問、算数の「知識」を調べる問題数は大きな設問で９問）での結

果ですので、児童の学力全体を測定しているわけではありません。具体的な問題

について、児童の解答にどんな傾向があるか調べるものです。本校の児童の傾向

を分析・把握し、今後の指導の改善に役立てていきたいと考えています。

知・徳・体のバランス 心や体を育てることも大切

全国学力・学習状況調査では、子どもたちの普段の生活について質問も行って

います。「朝食を毎日食べていますか」「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」

などの基本的な生活習慣や読書、家の手伝いなどの項目はいずれも全国平均を上

回っています。また、「学校に行くのは楽しいと思いますか」の項目も上回ってい

ます。しかし、「自分には、よいところがあると思いますか」の項目は下回ってお

り、もっと自信を持たせることや自尊感情を育てることが必要だと感じています。

今後も家庭や地域と連携して「知・徳・体」のバランスのとれた子どもたちを

育てていきたいと思っています。


